
日 時 2019年3月3日（日）
9:00～16：40（受付 8:15）

会 場 千葉県立保健医療大学
幕張キャンパス

大会長 有川 真弓

（千葉県立保健医療大学）

特別シンポジウム 発達性協調運動障害
～さらなる「C」の可能性～

司 会 ：加藤 寿宏 （京都大学・当学会会長）
シンポジスト：当学会理事４名
岩永 竜一郎 ・ 鴨下 賢一 ・ 黒澤 淳二 ・ 小松 則登

テーマ ～ Rock in C ～
作業療法士としてお子さんにとってよりよい支援を目指して
「創造（create）」性を持って、「挑戦（challenge）」し、他職種と「手をとり
（circle）」「協力（collaborate）」して「コーディネ―ト（coordinate）」
していくことで、お子さんにとって意味のある「変化（change）」を支援できる
ようにここ「千葉（chiba）」で皆さまと様々な「C」について「心を揺れ動かす
（rock）」ワクワクした学びを一緒に作れればと思います。
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基調講演 ～発達性協調運動障害について～

平田 正吾 氏（茨城キリスト教大学文学部児童教育学科）

発達性協調運動障害についての基本的知識、研究の世界的動向、
DCDの評価などについて講演いただきます。

後援 千葉県（申請中） 一般社団法人日本作業療法士協会 一般社団法人千葉県作業療法士会

千葉県PRマスコットキャラクター チーバくん
千葉県許諾 第A1830-1号

演題・参加申込など詳細は日本発達系作業療法学会HP（http://www.hattatuot.jp/index.html）をご確認ください

☆会員向け前日研修☆ ＊対象：本学会会員
日 時 ：2019年3月2日（土） 13:00～17：00
テーマ：森田浩美 「臨床のはなし」

仙石奏仁・鴨下賢一 「発達を支援するための教材
・器具の開発と臨床応用」

加藤寿宏 「発達障害作業療法ガイドライン ー標準化
された発達障害のアセスメントについてー」


